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本
パ
ネ
ル
は
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
（
一
九
一
八
～
一
九
二
二
年
）
か
ら
百
年

を
期
し
て
、
二
〇
一
八
年
か
ら
連
続
し
て
企
画
し
て
い
る
大
会
パ
ネ
ル
の
第

三
弾
で
あ
る
。

　

大
き
な
歴
史
的
事
件
は
、
そ
れ
に
関
わ
っ
た
重
要
人
物
を
通
じ
て
理
解
さ

れ
、
歴
史
像
が
つ
く
ら
れ
る
の
が
通
例
と
思
わ
れ
る
。
シ
ベ
リ
ア
出
兵
に
つ

い
て
み
る
と
、
日
本
人
と
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
出
兵
開
始
時
の
首
相
、
外
相
、

陸
相
、
蔵
相
だ
っ
た
寺
内
正
毅
、
後
藤
新
平
、
大
島
健
一
、
勝
田
主
計
、
後

継
内
閣
を
率
い
た
原
敬
、
内
田
康
哉
、
田
中
義
一
ら
の
ほ
か
、
上
原
勇
作
参

謀
総
長
、
現
地
で
派
遣
軍
を
率
い
た
大
谷
喜
久
蔵
、
大
井
成
元
、
立
花
小
一

郎
な
ど
が
と
り
あ
え
ず
の
重
要
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
現
地

で
動
い
た
軍
人
、
外
交
官
、
居
留
民
、
経
済
人
た
ち
の
動
き
を
見
落
と
す
こ

と
は
で
き
な
い
。

　

ロ
シ
ア
側
に
目
を
転
じ
る
と
、
中
東
（
東
清
）
鉄
道
管
理
局
長
だ
っ
た
ド

ミ
ト
リ
ー
・
ホ
ー
ル
ワ
ト
、
連
合
国
の
支
援
を
受
け
つ
つ
ザ
バ
イ
カ
ル
に
独

自
の
勢
力
圏
を
築
こ
う
と
し
た
グ
リ
ゴ
リ
ー
・
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
、
ロ
シ
ア
海

軍
黒
海
艦
隊
の
元
司
令
官
で
、
一
九
一
八
年
一
一
月
の
ク
ー
デ
タ
ー
で
最
高

執
政
官
に
担
が
れ
た
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
、
チ
ェ
コ
ス
ロ

ヴ
ァ
キ
ア
軍
団
の
若
手
将
官
ラ
ド
ラ
・
ガ
イ
ダ
、
革
命
派
活
動
家
の
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ル
・
ク
ラ
ス
ノ
シ
チ
ョ
ー
コ
フ
や
セ
ル
ゲ
イ
・
ラ
ゾ
ー
、
ピ
ョ
ー
ト

ル
・
パ
ル
フ
ョ
ー
ノ
フ
（
ア
ル
タ
イ
ス
キ
ー
）、
ヴ
ァ
シ
ー
リ
ー
・
ア
ン
ト
ー

ノ
フ
、
一
九
二
一
年
五
月
の
ク
ー
デ
タ
ー
で
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
政
権
を
奪

取
し
た
メ
ル
ク
ー
ロ
フ
兄
弟
、
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
遠
征
軍
を
率
い
た
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ン
・
モ
ル
チ
ャ
ノ
フ
、
メ
ル
ク
ー
ロ
フ
退
陣
後
の
政
権
を
担
っ
た
ミ
ハ
イ

ル
・
デ
ィ
ー
チ
ェ
リ
フ
ス
な
ど
の
名
が
出
て
く
る
が
、
ど
う
い
う
人
物
で
ど

う
い
う
役
割
を
演
じ
た
か
、
は
っ
き
り
し
た
像
を
結
ぶ
に
至
っ
て
い
な
い
部

分
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
個
々
の
人
物
だ
け
で
な
く
、
中
国
東
北
や
朝
鮮
、
モ
ン
ゴ
ル
な

ど
周
辺
地
域
も
含
め
て
、
当
時
存
在
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
集
団
に
も
目
を

向
け
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
シ
ベ
リ
ア
出
兵
は
、
東
ア
ジ
ア
の
さ
ま
ざ
ま

な
人
間
集
団
を
巻
き
込
ん
だ
事
件
だ
っ
た
。

　

四
年
余
に
及
ん
だ
シ
ベ
リ
ア
出
兵
の
展
開
は
単
純
に
理
解
で
き
る
も
の
で

は
な
い
が
、
こ
の
間
何
度
も
局
面
が
転
じ
る
中
で
、
同
じ
人
物
が
役
回
り
を

パ
ネ
ル
Ｂ
「
シ
ベ
リ
ア
出
兵
を
見
直
す

─
人
々
の
対
応
を
通
じ
て
」兎

内 

勇
津
流
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変
え
て
し
ば
し
ば
登
場
し
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

　

も
と
も
と
は
出
兵
に
消
極
的
だ
っ
た
原
敬
が
首
相
と
な
り
、
参
謀
次
長
と

し
て
出
兵
計
画
を
推
進
し
た
田
中
義
一
を
陸
相
に
据
え
て
当
面
出
兵
を
継
続

し
つ
つ
、
撤
兵
を
図
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
寺
内
内
閣
末
期
に
外
相
を

務
め
た
後
藤
新
平
は
、
シ
ベ
リ
ア
撤
兵
の
翌
年
ア
ド
ル
フ
・
ヨ
ッ
フ
ェ
を
非

公
式
に
日
本
に
招
き
、
日
ソ
国
交
交
渉
の
道
筋
を
つ
け
る
こ
と
に
な
る
。
ロ

シ
ア
側
の
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
、
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
、
ク
ラ
ス
ノ
シ
チ
ョ
ー
コ
フ
、

ア
ン
ト
ー
ノ
フ
、
デ
ィ
ー
チ
ェ
リ
フ
ス
、
さ
ら
に
は
ヴ
ァ
シ
ー
リ
ー
・
ボ
ル

デ
ィ
レ
フ
も
、
出
兵
の
ス
テ
ー
ジ
に
よ
っ
て
別
の
顔
で
登
場
す
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
こ
と
は
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
の
個
々
の
局
面
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、

そ
の
人
物
が
、
そ
の
前
や
後
の
時
期
に
何
を
し
て
い
た
の
か
を
考
慮
に
入
れ

る
こ
と
の
必
要
性
を
強
く
示
唆
す
る
。
こ
う
し
て
、
出
兵
に
関
係
し
た
人
物

や
人
間
集
団
の
動
き
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
各
局
面
の
あ
り
よ
う

が
リ
ア
リ
テ
ィ
を
も
っ
て
立
ち
現
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

次
の
三
つ
の
報
告
で
構
成
さ
れ
た
本
パ
ネ
ル
は
、
以
上
の
ア
イ
デ
ア
の
ほ

ん
の
一
端
を
示
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
が
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
の
テ
ー
マ
の
広

が
り
と
可
能
性
を
示
す
こ
と
に
多
少
と
も
貢
献
で
き
た
と
考
え
て
い
る
。

　

エ
ド
ワ
ル
ド
・
バ
ー
ル
ィ
シ
ェ
フ
の
報
告
「
極
東
滞
在
期
の
コ
ル
チ
ャ
ー

ク
提
督
と
対
露
軍
事
干
渉
問
題
（
一
九
一
七
年
一
一
月
│
一
九
一
八
年
九

月
）」
は
、
一
九
一
八
年
秋
に
オ
ム
ス
ク
に
入
る
前
、
極
東
に
滞
在
し
て
い

た
時
期
の
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
の
動
静
、
お
よ
び
彼
と
日
本
軍
と
の
関
係
を
取
り

上
げ
た
。
十
月
革
命
後
の
日
本
滞
在
か
ら
、
一
九
一
八
年
一
一
月
の
ク
ー
デ

タ
ー
に
よ
っ
て
オ
ム
ス
ク
の
「
全
ロ
シ
ア
政
府
」
の
最
高
執
政
官
に
就
く
ま

で
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
の
動
向
は
、
ロ
シ
ア
や
欧
米
の
研
究
者
に
と
っ
て
解
明
の

難
し
い
部
分
が
あ
っ
た
が
、
バ
ー
ル
ィ
シ
ェ
フ
は
、
イ
ギ
リ
ス
外
務
省
文
書
、

フ
ー
ヴ
ァ
ー
研
究
所
文
書
館
の
所
蔵
す
る
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
本
人
の
手
記
、
ロ

シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
文
書
館
の
所
蔵
す
る
ス
テ
パ
ン
・
ヴ
ォ
ス
ト
ロ
チ
ン

文
書
、
東
京
大
学
近
代
日
本
法
政
史
料
セ
ン
タ
ー
の
所
蔵
す
る
荒
木
貞
夫
関

係
文
書
、
さ
ら
に
は
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
の
遺
品
の
競
売
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
た

画
像
ま
で
利
用
し
て
こ
の
空
白
に
迫
り
、
多
く
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
に
つ
い
て
は
イ
ギ
リ
ス
寄
り
で
日
本
嫌
い

だ
っ
た
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
バ
ー
ル
ィ
シ
ェ
フ
に
よ
る
と
、
コ

ル
チ
ャ
ー
ク
は
一
九
一
八
年
四
月
に
ハ
ル
ビ
ン
で
作
成
し
た
文
書
に
、
中
東

鉄
道
収
容
地
で
の
反
革
命
運
動
に
対
す
る
連
合
国
の
支
援
に
つ
い
て
、
最
も

頼
り
に
な
る
の
は
日
本
だ
と
書
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
ハ
ル
ビ
ン
特
務

機
関
長
で
あ
る
中
島
正
武
陸
軍
少
将
等
と
の
や
り
と
り
の
中
で
、
反
革
命
統

一
部
隊
の
編
成
を
志
向
し
た
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
は
、
日
本
側
か
ら
ア
メ
リ
カ
寄

り
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
、
日
本
の
特
務
機
関
と
の
関
係
が
断
絶
し
た
。

コ
ル
チ
ャ
ー
ク
は
日
本
の
援
助
対
象
か
ら
排
除
さ
れ
て
身
を
退
か
ざ
る
を
得

ず
、
い
っ
た
ん
日
本
で
休
養
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
後
、
オ

ム
ス
ク
で
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
が
政
権
に
就
く
と
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
承
認
問

題
が
浮
上
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
以
上
の
経
緯
は
、
日
本
と
コ
ル
チ
ャ
ー
ク

政
権
と
の
関
係
の
伏
線
と
し
て
押
さ
え
て
お
く
べ
き
重
要
な
事
実
で
あ
ろ
う
。

　

な
お
、
当
日
の
報
告
は
一
九
一
八
年
六
月
段
階
ま
で
の
も
の
だ
っ
た
が
、

本
号
に
は
、
こ
れ
に
加
筆
・
改
訂
を
加
え
、
七
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
の
日

本
滞
在
期
ま
で
を
カ
バ
ー
し
た
論
文
が
掲
載
さ
れ
る︵

１
︶。
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コ
ル
チ
ャ
ー
ク
が
、
ロ
シ
ア
の
内
戦
と
シ
ベ
リ
ア
出
兵
に
関
心
が
あ
る
人

は
誰
で
も
そ
の
名
を
知
る
人
物
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
フ
リ
サ
ン
フ
・
ビ
リ

チ
の
名
を
知
る
人
は
、
二
〇
世
紀
初
め
の
極
東
漁
業
史
・
日
露
交
流
史
に

関
心
の
あ
る
一
部
の
人
々
に
限
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
経
歴
は
、

二
〇
世
紀
初
め
の
極
東
ロ
シ
ア
史
を
見
る
上
で
、
非
常
に
興
味
深
い
。

　

倉
田
有
佳
の
報
告
「
フ
リ
サ
ン
フ
・
ビ
リ
チ
を
通
し
て
見
た
革
命
・
内
戦

期
の
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
」
は
、
一
九
二
一
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
の
臨
時
プ
リ
ア
ム
ー
ル
政
府
（
メ
ル
ク
ー
ロ
フ
政
権
）
の
代
表
と
し

て
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
に
派
遣
さ
れ
た
ビ
リ
チ
の
活
動
を
取
り
上
げ
た
。

　

ロ
シ
ア
の
最
果
て
の
地
で
あ
る
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
は
、
二
〇
世
紀
初
め
に
な

る
と
、
露
領
漁
業
の
対
象
と
し
て
サ
ハ
リ
ン
以
上
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

元
サ
ハ
リ
ン
流
刑
囚
の
ビ
リ
チ
は
、
日
露
戦
争
前
か
ら
「
セ
ミ
ョ
ー
ノ

フ
・
デ
ン
ビ
ー
商
会
」
に
参
加
し
て
漁
業
家
と
な
り
、
戦
争
後
は
「
デ
ン

ビ
ー
商
会
」
の
共
同
経
営
者
と
し
て
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
漁
業
に
与
っ
た
。
そ
の

後
ロ
シ
ア
革
命
が
起
こ
る
と
こ
れ
を
退
き
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
貸
家
業
な

ど
を
営
ん
で
い
た
。
一
九
二
一
年
五
月
に
メ
ル
ク
ー
ロ
フ
兄
弟
の
臨
時
プ
リ

ア
ム
ー
ル
政
府
が
成
立
す
る
と
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
を
そ
の
支
配
下
に
お
く
こ

と
が
検
討
さ
れ
、
メ
ル
ク
ー
ロ
フ
と
交
際
の
あ
っ
た
ビ
リ
チ
を
全
権
代
表
と

し
、
こ
れ
に
軍
を
同
行
さ
せ
て
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
に
送
り
込
む
こ
と
に
な
っ
た
。

ビ
リ
チ
た
ち
は
一
九
二
一
年
九
月
に
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
か
ら
現
地
に
出
発
し
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
な
ど
を
経
て
、
一
一
月
に
無
抵
抗
で
ペ
ト
ロ
パ
ヴ
ロ
フ
ス
ク
に

入
り
権
力
を
掌
握
し
た
。
革
命
派
は
ウ
ス
チ
・
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
に
根
拠
を
移

し
た
。
ペ
ト
ロ
パ
ヴ
ロ
フ
ス
ク
で
は
、
日
本
海
軍
の
特
務
艦
「
関
東
」
が
冬

営
し
て
革
命
派
を
牽
制
し
た
。
同
地
に
は
日
本
の
領
事
館
も
置
か
れ
て
い
た
。

　

ビ
リ
チ
は
、
同
行
し
た
軍
を
統
制
で
き
な
い
こ
と
に
悩
ま
さ
れ
、
ま
た
、

ペ
ト
ロ
パ
ヴ
ロ
フ
ス
ク
以
外
の
各
地
は
革
命
派
に
服
す
状
態
と
な
っ
て
、
権

力
は
名
目
化
し
た
。
一
九
二
二
年
六
月
、
メ
ル
ク
ー
ロ
フ
兄
弟
が
失
脚
し
、

ハ
ル
ビ
ン
に
い
た
王
党
派
の
軍
人
ミ
ハ
イ
ル
・
デ
ィ
ー
チ
ェ
リ
フ
ス
が
擁
立

さ
れ
た
。
九
月
、
ビ
リ
チ
は
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
召
喚
さ
れ
て
カ
ム
チ
ャ

ツ
カ
を
去
っ
た
。
同
年
一
一
月
、
ペ
ト
ロ
パ
ヴ
ロ
フ
ス
ク
は
革
命
派
の
下
に

入
っ
た
。
一
方
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
帰
っ
た
ビ
リ
チ
は
一
一
月
に
逮
捕
さ

れ
、
翌
年
二
月
に
銃
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
報
告
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
議
論
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
メ
ル
ク
ー

ロ
フ
政
権
の
あ
り
方
や
、
そ
の
日
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
足
が
か
り

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
松
重
充
浩
の
報
告
「
在
大
連
日
本
側
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
シ
ベ

リ
ア
出
兵
認
識
│『
満
洲
日
日
新
聞
』（
一
九
一
八
年
九
月
│
一
九
二
〇
年

一
二
月
）
掲
載
記
事
を
事
例
と
し
て
」
が
こ
れ
に
続
い
た
。

　

大
連
で
発
行
さ
れ
た
『
満
洲
日
日
新
聞
』
は
、
南
満
州
鉄
道
を
バ
ッ
ク
に

一
九
〇
七
年
に
創
刊
さ
れ
た
日
本
語
紙
で
、
租
借
地
に
進
出
し
た
日
本
人
居

留
民
を
主
な
読
者
と
し
た
。
そ
の
シ
ベ
リ
ア
出
兵
関
係
記
事
の
多
く
は
、
東

京
、
欧
米
、
ロ
シ
ア
・
中
国
各
地
か
ら
の
外
電
と
、
特
派
員
・
駐
在
員
に
よ

る
記
事
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
特
派
員
・
駐
在
員
に
よ
る
記
事
の
多
く
は
、
別

の
会
社
の
駐
在
員
等
を
嘱
託
と
し
て
雇
い
入
れ
、
記
事
の
提
供
を
受
け
た
も

の
と
推
察
さ
れ
、『
満
日
』
の
常
勤
記
者
が
取
材
・
執
筆
し
た
記
事
は
限
ら
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れ
る
。

　

そ
の
シ
ベ
リ
ア
出
兵
報
道
を
見
る
と
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
政
権
に
つ
い
て

は
、
そ
の
内
部
対
立
に
よ
る
不
安
定
を
指
摘
す
る
記
事
が
見
ら
れ
、
ま
た
セ

ミ
ョ
ー
ノ
フ
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
「
英
雄
児
」
と
評
価
し
つ
つ
、
社
会
的
基

盤
の
脆
弱
を
た
び
た
び
指
摘
し
て
い
た
。

　

出
兵
し
た
日
本
軍
に
つ
い
て
、
商
人
に
対
す
る
態
度
に
憤
慨
す
る
も
の
が

少
な
く
な
い
と
し
て
そ
の
行
動
を
た
し
な
め
る
一
方
、
米
国
の
北
満
へ
の
進

出
が
著
し
い
と
し
て
、
こ
の
例
に
な
ら
っ
て
軍
民
が
協
調
し
て
経
済
進
出
す

べ
き
と
い
う
論
調
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
中
東
鉄
道
収
用
地
の
警
備
を
中
国

側
が
回
収
し
た
こ
と
が
、
中
国
商
人
の
事
業
発
展
に
結
び
つ
い
た
と
指
摘
し

て
い
る
。

　

一
九
二
〇
年
秋
に
行
わ
れ
た
間
島
出
兵
に
つ
い
て
は
多
数
の
記
事
が
掲
載

さ
れ
、
朝
鮮
人
問
題
へ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
出

兵
が
、
中
国
の
主
権
を
め
ぐ
る
対
立
を
起
こ
し
か
ね
な
い
も
の
で
あ
る
と
認

識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
記
事
か
ら
う
か
が
わ
れ
る
。

　

シ
ベ
リ
ア
出
兵
期
の
『
満
日
』
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
の
好
景
気
が

去
っ
て
ジ
リ
貧
状
態
に
あ
る
現
地
の
商
工
界
に
、
軍
の
駐
留
と
経
済
的
支
援

に
よ
る
「
援
助
的
介
入
」
を
求
め
る
主
張
を
繰
り
返
し
た
。

　

張
作
霖
は
、
一
九
一
九
年
一
〇
月
に
奉
天
で
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
と
会
談
し
た

が
、
国
際
協
調
の
必
要
を
理
由
に
彼
を
支
援
す
る
こ
と
を
否
定
し
た
。
こ
の

こ
と
は
、
そ
の
後
の
日
中
対
立
の
方
向
性
を
胚
胎
す
る
出
来
事
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　

関
東
州
租
借
地
お
よ
び
満
州
の
日
本
人
は
衆
議
院
議
員
の
選
挙
権
を
持
た

な
い
一
方
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
ロ
ビ
ー
活
動
を
展
開
し
、
特
に
政
友
会
系
の

議
員
に
と
っ
て
有
力
な
政
治
資
金
源
だ
っ
た
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
極
東
ロ

シ
ア
の
隣
接
地
域
に
あ
っ
た
在
外
邦
人
や
、
そ
の
企
業
活
動
の
動
向
把
握
は
、

出
兵
と
日
本
社
会
の
接
点
を
理
解
す
る
上
で
不
可
欠
の
要
素
で
あ
ろ
う
。

　

質
疑
の
中
で
は
、
ソ
連
解
体
後
の
ロ
シ
ア
で
の
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
評
価
を
め

ぐ
っ
て
議
論
が
あ
っ
た
。
ソ
連
解
体
後
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
は
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

に
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
愛
国
者
と
し
て
再
評
価
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る

一
方
、
ア
ン
ト
ン
・
デ
ニ
キ
ン
な
ど
、
他
の
白
軍
指
導
者
と
比
べ
て
、
墓

の
扱
い
な
ど
に
格
差
が
あ
り
、
必
ず
し
も
復
権
し
て
い
な
い
と
い
う
指
摘 

だ
っ
た
。

　

ま
た
、
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
の
帰
属
が
一
九
二
一
年
に
極
東
共
和
国
か
ら
ソ

ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
に
移
さ
れ
た
こ
と
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
質
問
が
あ
っ

た
。
い
ず
れ
も
、
当
日
の
会
場
で
議
論
が
十
分
に
尽
く
さ
れ
た
わ
け
で
は
な

く
、
今
後
の
研
究
の
中
で
考
え
て
い
く
こ
と
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

註（
1
）	
な
お
、
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
が
一
九
一
八
年
九
月
に
日
本
を
出
国
し
て
か
ら
一
一
月
の

ク
ー
デ
タ
ー
に
至
る
ま
で
の
動
静
に
つ
い
て
は
以
下
の
論
文
が
あ
る
。Ш
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ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
シ
シ
キ
ン（
兎
内
勇
津

流
訳
）「
軍
事
独
裁
へ
の
途
上
の
コ
ル
チ
ャ
ー
ク
提
督 

１
９
１
８
年
９
月
19
日

～
同
年
11
月
18
日
」『
環
オ
ホ
ー
ツ
ク
の
環
境
と
歴
史
』
三
号
、二
〇
一
三
年
は
、

こ
の
論
文
の
元
原
稿В

ице-адмирал А
. В

. Колчак на путь к военной 
диктатуре (19 сентября - 18 ноября 1918 г.)

の
拙
訳
で
あ
る
。


